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議
会
だ
よ
１し

定
例
町
議
会

　
開
催
さ
れ
る

　
十
二
月
十
九
日
よ
り
二
十
六
日
ま

で
の
八
日
間
開
か
れ
ま
■
Ｌ
た
。

主
な
議
案
は

一
、
昭
和
五
十
二
年
度
西
桂
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
議
定
に
つ
い
て

一
、
山
梨
県
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

、
昭
和
五
十
一
一
年
度
西
桂
町
簡
易

水
遺
特
別
含
計
補
正
予
算
議
定
に
■

つ
い
て

、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
選
任

に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

そ
の
他
議
決
　
一
件

全
員
出
席
し
て
慣
重
な
る
質
疑
、
討

論
の
上
採
決
致
し
ま
し
た
回

　
尚
、
一
般
質
間
も
各
般
に
一
旦
り
町

民
の
要
望
を
町
行
政
に
繁
栄
さ
せ
る

よ
う
充
分
な
る
討
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
昭
和
五
十
三
年
の
新
春
を
迎
え
お

喜
ぴ
申
Ｌ
上
げ
ま
す
昔

五
十
二
年
度
の
公
共
土
木
、
農
業
土

木
事
業
も
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
ま

Ｌ
て
着
々
完
工
い
た
し
て
お
り
ま
す

本
年
計
画
事
業
の
中
残
る
事
業
も
年

度
末
に
は
完
成
す
る
よ
う
諸
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
共
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
由

今
後
の
予
定
事
簑

◎
町
道
申
掌
校
前
線
舖
装
工
ｏ

町
遺
中
学
校
前
練
未
舗
装
区
間
二
五

〇
ｍ
は
大
変
路
面
が
悪
く
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
建
設
後
舗

装
工
事
を
施
行
し
環
境
整
備
す
る
と

共
に
安
全
道
路
と
Ｌ
ま
す
。

◎
ｏ
道
松
久
保
綜
改
良
工
箏

地
区
）

春
見

倉
見
松
久
保
地
区
の
農
業
振
興
を
図

る
た
め
農
道
拡
巾
改
良
工
事
を
施
工

し
ま
す
坦
計
画
延
長
四
〇
〇
ｍ
巾
員

四
ｍ
、
本
年
実
施
分
延
長
二
〇
〇
ｍ

に
つ
い
て
は
年
度
末
完
成
す
る
よ
う

準
備
し
て
お
り
ま
す
由

地
区
〕

下
暮
地
尾
尻
地
区
の
農
業
振
興
を
図

る
た
め
農
遭
拡
巾
故
良
工
事
を
施
工

し
ま
す
。
こ
の
農
道
は
今
後
小
沼
農

遣
に
接
続
し
国
遺
に
通
ず
る
道
路
と

本
年
度
よ
り
着
工
す

．
現
在
下
慕
地
地
区

と
協
議
中
で
あ
り
ま
す
岨
関
係
各
位

の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
計
画
が
実

現
出
来
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◎
町
道
一
一
一
ツ
峠
綜
拡
巾
改
良
エ
■
＾

柿
口
地
区
、
下
－
地
地
区
〕

町
道
三
ツ
峠
練
は
道
路
巾
員
狭
少
の

上
交
通
量
が
増
加
Ｌ
て
お
り
ま
す
の

で
一
般
交
通
に
支
障
あ
る
現
状
で
す

地
元
住
民
よ
り
強
く
要
望
が
あ
り
ま

す
の
で
拡
巾
改
良
工
事
を
計
画
し
本

年
度
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
下
幕

地
区
、
柿
園
区
と
協
議
中
で
あ
り
ま

す
坦
関
係
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
ま

し
て
実
施
出
来
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
池
の
頭
地
内
水
路
改
悔
エ
＾

町
地
区
）

＾
上

池
の
頭
地
内
の
用
水
路
管
理
施
設
及
　
　
工
い
た
し
ま
し
た
。

び
水
路
の
部
分
改
修
工
事
を
年
度
末
　
　
富
十
見
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
申

完
成
す
る
よ
う
準
備
し
て
お
り
ま
す
　
　
本
年
度
工
事
と
し
て
計
画
の
あ
リ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
大
池
樒
が
グ
リ
ー
ン
の
色
も
あ

◎
町
道
官
作
線
新
股
工
ｏ
＾
下
■
地
　
　
ざ
や
か
に
完
工
い
た
し
ま
し
た
。

地
区
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
橋
は
大
畠
農
道
橋
と
合
併
Ｌ
て
県

下
暮
地
大
竹
・
宮
作
地
区
に
通
ず
る
　
　
工
事
に
よ
リ
施
工
し
た
も
の
で
す
回

幹
線
道
路
と
し
て
新
設
し
ま
す
。
下
　
　
延
長
二
十
一
ｍ
有
効
巾
員
四
ｍ
，
Ｈ

暮
地
区
と
協
議
中
で
あ
り
ま
す
。
関
　
　
鋼
材
使
用
に
よ
る
永
久
橋
で
す
由

係
各
位
の
御
協
力
に
よ
リ
実
施
出
来
　
　
　
二
度
御
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
一

る
よ
う
お
願
い
い
た
Ｌ
ま
す
由
　
　
　
　
◎
下
暮
地
水
の
木
川
砂
防
工
事
が
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
に
な
り
ま
し
た
。

◎
各
工
事
に
つ
き
ま
し
て
用
地
提
供
　
　
下
暮
地
区
よ
り
要
望
が
あ
リ
ま
す
水

等
の
御
協
力
を
お
願
い
Ｌ
て
お
り
ま
　
　
の
木
川
の
砂
防
工
事
は
数
年
来
県
、

す
。
大
変
有
難
く
厚
く
感
謝
を
申
し
　
　
囲
に
陳
情
し
て
参
り
ま
し
た
が
本
年

上
げ
ま
す
祖
今
後
共
御
理
解
戴
き
御
　
　
度
よ
り
国
補
県
事
業
と
し
て
着
工
に

協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
　
　
な
り
ま
し
た
。
計
画
規
模
が
犬
き
い

す
。
又
工
事
に
つ
き
御
気
付
の
点
が
　
　
の
で
五
午
年
の
年
次
計
画
に
上
リ
施

あ
り
ま
し
た
際
は
振
軋
訓
に
御
｝
Ｌ
　
　
工
さ
れ
ま
す
。
本
工
事
は
下
暮
地
区

込
Ａ
下
さ
い
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
所
有
考
各
位
の
御
協
力
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着
工
の
運
ぴ
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を

◎
富
士
見
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ｏ
－
ド
、
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
す
。

農
道
大
畠
線
の
構
梁
「
大
池
橋
」
完

一
■
■
ヨ
■
’
■
１
１
１
－
…
１
’
一
■
’
●
１
●
■
■
●
－
１
■
■
＝
●
■
●
●
■
１
■
一
●
■
●
１
－
■
■
■
一
■
■
●
‘
■
■
●
‘
－
■
■
■
■
■
－
■
■
■
■
■
■
■
１
■
１
■
１
１
■
■
１
１
■
●
●
一
■
－
－
－
ｌ
１
■
■
■
－
－
－
－
－

　
　
　
　
一
万
米
強
歩
夫
会

　
恒
例
の
，
西
検
中
学
校
一
万
ノ
ー

ト
ル
強
歩
大
会
が
，
十
一
月
二
十
一

日
に
実
施
さ
れ
た
。

あ
ふ
れ
る
汗
を
ほ
と
ば
せ
な
が
ら

若
さ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
躍
動
さ
せ

コ
ー
ス
完
走
と
、
記
録
を
目
指
し
、

全
力
疾
走
す
る
。

　
沿
道
に
は
、
父
兄
の
暖
か
い
声
援

も
飛
ぴ
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
接
戦

が
え
ん
じ
ら
れ
た
。

◎
全
校
記
録

五四三二一
位位位位位

三
ノ
ニ

三
ノ
ニ

一
一
一
ノ
一

ニ
ノ
ニ

ニ
ノ
ニ

川渡白上渡
村辺井野辺

秀　和市精
治茂仁造　…一
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山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
考

○
甲
種
　
小
山
恵
光
、
川
村
邦
夫

○
乙
楠
　
梶
原
治
郎
、
宮
下
　
馨

　
　
　
渡
辺
勤
一

〇
退
職
団
長
　
　
Ｏ
精
繍
章

　
　
　
武
藤
晴
美
　
　
白
井
　
勇

そ
の
他
、
東
部
支
部
長
、
西
桂
町
団

長
、
都
留
警
察
署
長
、
富
士
五
湖
消

防
組
令
消
防
長
表
彰
が
行
な
わ
れ
た
曲

も
ぢ
を
つ

け
ん
ら
ん
ヒ
、
た
く
皇
Ｌ
い
障
容

　
　
町
民
の
生
活
は
守
ら
れ
る
！

　
一
月
八
目
、
中
箏
校
校
庭
に
於
い

て
、
山
…
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
八
時
集
合
、
全
団
員
　
耀
如

と
し
て
、
決
意
を
紅
潮
さ
せ
た
ほ
ほ

に
現
わ
Ｌ
て
い
る
凸

　
大
声
号
令
に
一
挙
手
一
投
足
、
一

糸
乱
れ
ぬ
隊
形
、
行
動
と
見
事
で
あ

る
。
開
式
に
続
き
、
団
旗
、
日
消
表

彰
旗
が
、
へ
ん
ぽ
ん
と
翻
り
入
場
、

各
表
彬
が
あ
リ
、
服
装
、
器
］
六
点
検

分
列
行
進
と
行
事
は
進
み
、
来
賓
の

祝
辞
と
激
励
が
あ
り
、
式
は
終
了
、

午
後
よ
り
、
佃
例
の
部
落
内
放
水
を

行
い
、
　
一
年
間
の
無
火
災
を
誓
い
合

っ
て
華
や
か
に
終
了
し
た
自

き

　
廿
よ
い
し
ー
よ
う
’
　
、
よ
い
し
ー

よ
う
。
と
可
愛
い
い
声
援
が
、
十
二

月
九
臼
西
桂
町
立
保
育
所
の
庭
い
「

ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
保
育
会
役
員
さ
ん
が
用
意
し
て
く

れ
た
、
も
ち
つ
き
の
日
で
す
坦

　
町
長
や
所
長
、
役
場
の
人
、
役
買

さ
ん
が
代
る
代
る
つ
き
ま
し
た
坦
婦

人
役
貝
さ
ん
の
手
が
え
し
で
見
る
見

る
き
れ
い
な
も
ち
が
、
つ
き
上
「
て

行
き
ま
す
。

知
っ
て
お
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
検
察
審
査
会
制
度

ま
し
た

　
昔
あ
、
今
度
は
圃
児
の
番
で
す
出

、
頑
張
れ
。
と
保
母
さ
ん
の
応
援
、
．

『
ま
く
つ
け
る
か
な
、
お
家
の
お
父
・

さ
ん
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
ぞ
、
だ

け
ど
い
つ
の
日
に
か
立
派
に
つ
け
る

よ
・
「
、
き
わ
を
支
え
て
も
ら
い
な
が

ら
奥
赤
に
な
っ
て
力
も
ち
を
つ
き
ま

し
た
。

　
後
で
全
員
　
つ
き
立
て
の
も
ち
を

お
や
つ
に
食
ぺ
ま
し
た
。
と
っ
て
も

お
い
し
か
っ
た
由
本
当
に
楽
し
げ
、

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
暴
行
な
ど
の

被
害
に
あ
「
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
革
件
を
裁

判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納

得
で
き
な
い
、
な
ど
の
不
満
を
も
っ

て
い
る
方
は
い
ま
廿
ん
か
。

そ
う
い
う
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会

が
あ
る
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ま
わ

１
〕
に
も
検
察
審
査
会
を
利
用
す
れ
ぱ

よ
い
の
に
、
そ
の
圭
ま
泣
き
寝
入
り

し
て
い
る
人
は
あ
り
ま
せ
ん
か
血

そ
う
い
う
人
に
も
こ
の
検
察
審
査
会

制
度
の
音
る
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
ま

し
よ
う
血

▼
乎
続
き
は

　
特
に
定
ま
っ
た
申
立
の
様
式
は
あ

り
ま
せ
ん
。
書
而
に
記
載
し
て
検
察

審
査
会
へ
槌
出
す
れ
ぱ
上
い
の
で
す
。

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
審
査
会
に

照
会
さ
れ
る
と
す
ぐ
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
ま
た
直
接
の
被
害
者
の
い

な
い
政
治
的
、
公
共
的
犯
罪
に
つ
い

て
検
察
官
が
裁
判
に
か
け
な
い
媒
件

に
つ
い
て
納
得
で
き
な
い
と
投
書
が

あ
る
と
職
権
で
審
壷
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

▼
費
用
等
は

　
巾
立
て
や
審
査
の
費
用
は
一
切
国

が
負
拠
し
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
審
査
会
に
ご
梱
談
下
さ
い

▼
都
留
検
察
審
査
会
は

　
都
留
市
中
央
二
丁
目
一
番
一
号

　
甲
府
地
方
裁
判
所
都
留
支
部
内

　
電
話
　
都
留
一
一
一
－
二
一
八
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
つ
き
で
Ｌ
た
。

・
・
Ｔ
・
ｆ
・
７
・
７
・
７
・
Ｔ
・
〒
・
ｆ
・
丁
・
Ｔ
・
Ｔ
・
７
・
７
・
７
・
丁
・
Ｔ
・
Ｔ
・
７
・
７
・
７
・
Ｔ
・
７
・
Ｔ
・
Ｔ
・
ｆ
・
Ｔ
・
７
・
Ｔ

た
の

　
　
　
　
す

し　
べ

　
１
１
月
鴉
日
　
Ｈ
月
６
目
と
西
小
で

は
、
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
開
き
ま
し
た
由

　
肯
空
の
下
で
．
白
由
奔
放
に
走
り

ま
く
る
姿
は
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、

こ
の
子
等
に
は
最
適
の
も
の
で
あ
リ

学
校
の
企
画
に
抽
手
を
贈
り
ま
す
。

　
リ
ン
ク
一
ぱ
い
、
思
う
存
分
に
ス

ピ
ー
ド
を
加
え
、
］
１
＋
も
力
強
く

回
っ
て
氷
に
乗
り
き
っ
て
る
子
、
五

六
人
で
一
胴
と
な
っ
て
ふ
ざ
け
て
る

子
、
恩
う
よ
う
に
足
が
運
ぺ
な
い
で

し
り
も
ち
を
つ
い
た
リ
し
て
い
る
子

ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
な
い
で
こ

ろ
ん
だ
リ
Ｌ
て
い
る
子
、
そ
れ
ぞ
れ

み
ん
な
楽
し
そ
・
つ
に
、
宙
十
お
ろ
し

　
、
も
の
と
も
し
な
い
で
、
は
し
ゃ

〈

ろ
う
！

ぎ
，
あ
ぱ
れ
て
一
日
を
楽
し
く
辿
Ｌ

主
Ｌ
た
。

　
次
は
一
月
二
十
五
目
が
予
定
日
で

す
由
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商
工
会
だ
よ
り

謹
賀
新

　
　
　
　
西
桂
町
商
工
会
会
長
小
山
恵
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
一
一
一
枝
新
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
沢
　
孝
　
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
役
職
員
　
一
同

　
皆
様
方
に
は
益
々
御
満
祥
に
て
、
　
　
　
経
理
に
関
す
る
相
談
指
導
一
現
花

昭
和
五
十
三
年
の
新
春
を
迎
え
お
慶
　
　
青
色
申
告
者
数
一
一
六
事
業
所
〕

ぴ
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
＠
経
営
間
題
に
関
す
る
相
談
指
導
＾

　
本
商
工
会
も
皆
様
方
の
御
尽
力
に
　
　
店
舗
、
工
場
等
の
診
断
、
事
業
連
営

よ
リ
ま
し
て
年
間
連
営
咋
算
額
も
一
　
　
に
関
す
る
相
談
等
〕
、
＠
労
働
、
労

千
二
百
十
七
万
円
と
な
り
一
千
万
円
　
　
務
に
関
す
る
相
談
指
導
（
労
働
災
害

を
大
き
く
上
回
り
ま
Ｌ
た
凸
　
　
　
　
　
等
に
関
す
る
事
務
手
統
き
、
雇
用
問

二
れ
も
一
重
に
皆
様
方
を
は
じ
め
関
　
　
題
、
労
働
保
険
に
関
す
る
事
務
手
続

係
芥
位
の
御
上
援
と
深
い
ご
瑚
解
の
　
　
き
等
一
切
）
．
◎
取
引
に
関
す
る
梢

蝪
だ
と
感
謝
巾
Ｌ
上
げ
ま
す
曲
　
　
　
　
談
、
◎
講
習
＾
洩
〕
会
、
説
明
会
、

今
後
な
お
一
帽
、
横
極
的
に
地
敏
商
　
　
研
究
会
の
開
催
、
そ
の
他
商
工
業
に

工
業
発
展
の
た
め
維
営
故
善
普
及
事
　
　
関
す
る
一
切
の
相
談
指
蝉
等
を
行
な

薬
等
の
推
雌
を
は
か
１
』
、
指
蝉
育
成
　
　
「
て
お
リ
ま
す
。

機
関
と
し
て
充
実
」
た
事
業
活
動
を
　
　
商
工
会
で
は
現
礼
廓
業
を
さ
れ
て
い

展
開
し
て
行
く
析
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
る
方
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
今
後
事

何
卒
皆
様
の
商
工
業
の
改
善
、
向
上
　
　
業
を
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
る
方
の
相

発
展
の
た
め
商
工
会
を
大
い
に
活
用
　
　
談
指
導
に
も
応
じ
て
お
り
ま
す
由

し
て
頂
き
た
い
と
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
三
年
度
に
は

指
坤
を
す
る
事
を
目
的
と
し
、
ｏ
金

融
、
融
資
に
関
す
る
柚
談
指
尊
、
償

還
金
の
取
り
扱
い
事
務
＾
現
在
会
員

数
五
一
二
事
業
所
中
政
府
資
金
利
用

者
三
六
二
作
、
貸
付
残
高
一
一
一
一
億
一
干

万
円
〕
、
＠
税
務
に
関
す
る
相
談
、

商
工
会
館
を

　
地
域
商
工
業
の
中
核
体
と
し
て
発

展
に
勢
め
て
参
り
ま
Ｌ
た
が
、

の
多
様
化
、
運
物
の
老
朽
化
と
、
全

業
務
の
内
容
は
個
人
的
問
題
点
の
勢

い
事
ぱ
か
り
で
、
個
人
的
秘
密
を
守

「
て
柵
談
す
る
と
言
弓
業
務
遼
行
に

困
難
を
来
た
し
て
お
り
、
会
買
の
皆

様
の
か
ね
て
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
、
会
館
鑑
設
に
つ
い
て
去
る
昭

和
五
十
年
丑
月
の
第
十
土
回
通
常
総

代
会
に
て
協
議
、
昭
和
五
十
、
一
一
年
度

を
目
標
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
本
会
と
織
物
協
－
司
細
令
の
双
方

合
同
役
員
会
に
て
検
討
協
灘
を
重
ね

て
参
り
昭
和
五
十
二
年
六
月
会
館
建

設
委
買
会
〔
肥
名
〕
が
発
足
し
て
以

来
目
的
達
成
の
た
め
研
究
努
力
を
重

わ
て
参
り
ま
し
た
曲

何
卒
、
私
達
商
工
業
者
一
人
一
人
の

艦
物
で
あ
リ
城
で
あ
り
ま
す
の
で
、

新
し
き
世
代
に
応
え
、
璽
に
前
向
き

な
業
界
発
展
の
礎
と
」
て
皆
様
方
が

一
丸
と
な
っ
て
建
設
し
大
い
に
事
業

発
展
の
場
と
し
て
活
用
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

◎
昭
和
五
十
＝
年
度

　
擾
良
永
隼
勤
続
従
簑
口

　
表
彰
、
県
知
ウ
表
彰
実
施

　
本
会
で
は
、
地
区
内
事
業
所
に
勤

務
す
る
従
業
員
が
永
年
勤
続
し
当
地

商
工
業
振
興
の
た
め
に
尽
さ
れ
た
功

纐
を
讃
え
る
た
め
、
表
勒
式
を
昨
年

十
一
月
一
一
十
九
日
中
央
公
民
館
で
開

催
致
Ｌ
ま
し
た
由

　
受
彰
を
受
け
た
被
表
彬
者
又
は
次

の
通
り
で
す
。

◎
一
一
一
年
勤
楡

岩
田
は
る
子
，
土
屋
敏
明
、
佐
藤
兼

千
，
管
一
沼
勝
雄
、
植
辺
み
ち
子
、
前

田
節
子
、
柏
木
守
光
、
渡
辺
正
一
∴
、

岩
田
悟
、
渡
辺
安
太
郎

◎
五
年
勤
繍

天
蜥
茂
、
奈
良
光
吾
、
渡
辺
春
代
、

渡
辺
八
重
子
、
権
正
好
子
、
渡
辺
啓

子
、
杉
本
光
江
、
色
川
蜻
男
、
佐
藤

ひ
で
了
、
持
凹
喜
広
、
宮
下
藤
雄
、

加
藤
則
蔵
、
宮
下
義
朝

◎
七
年
勤
棚

高
尾
美
智
子
、
田
村
明
代
、
幡
野
茂

男
、
宮
下
や
す
子
、
堀
内
雪
江
、
渡

辺
滋
子
、
新
田
重
治
、
沼
沢
敏
雄
、

宿
下
政
與

◎
十
年
動
読

新
田
八
郎
、
渡
辺
ひ
で
ｆ
、
勝
俣
孝

三
、
志
村
国
治
、
高
山
喜
幹
、
尾
曲

力◎
十
五
年
勤
浦

小
侠
一
基
、
前
田
芳
一
一
一

◎
＝
十
年
動
続

天
野
正
雄
、
小
笠
原
進

　
尚
、
特
別
表
彰
と
し
て
、
十
年
の

勝
俣
孝
三
氏
に
西
桂
織
協
理
事
長
表

韓
、
十
五
年
の
小
俣
一
某
氏
、
前
田

芳
三
氏
に
山
梨
県
商
工
会
連
含
会
長

表
彰
、
一
一
十
年
の
天
野
正
雄
氏
、
小

笠
原
進
氏
に
山
梨
県
知
事
表
彰
と
富

十
吉
田
ｏ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
会
長
表

彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
四
十
一
一
名
の
皆
様
方
が
商
丁

会
畏
よ
り
表
彰
さ
れ
そ
の
表
彬
式
記

念
講
演
と
し
て
、
一
般
の
聴
講
老
を

含
め
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
中
村
泰
治

郎
先
生
に
よ
る
「
日
本
縦
済
の
鋤
向

と
今
後
の
見
通
し
」
と
魑
し
維
済
講

油
会
を
閉
催
、
受
講
者
一
二
六
名
は

熱
心
に
聴
講
さ
れ
今
後
も
こ
の
よ
う

な
溝
演
由
」
と
の
｛
が
多
く
山
…
さ
れ
ま

し
た
曲

　
西
桂
町
商
工
会

　
　
工
簑
部
会
が
発
足

　
枇
界
縫
済
の
発
展
に
伴
『
諸
工
業

＾
鉄
工
業
外
－
業
関
係
〕
血
操
界
に
お

け
る
流
通
機
構
等
の
激
Ｌ
今
日
、
二

の
頃
地
戚
内
岡
一
業
者
間
に
お
け
る

梱
互
協
力
に
よ
り
工
業
部
会
を
設
置

し
話
し
含
い
の
場
、
研
究
、
研
修
等

の
場
と
Ｌ
て
今
後
一
層
発
展
し
て
頂

く
事
を
目
的
と
し
て
昨
年
十
月
発
足

致
し
ま
し
た
。

会
長
、
高
尾
金
雄
、
副
会
長
　
横
田

披
、
理
革
　
常
下
新
一
、
高
尾
孝
寛

新
田
新
一
郎
、
速
山
茂
，
拮
－
一
　
小

林
賢
三
、
草
野
富
三
郎
の
各
氏
が
役

員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
新
入
維
営
指
導
員
の
紹
介

　
本
商
工
会
に
昨
年
七
月
一
日
付
で

端
員
職
員
と
し
て
、
天
野
弘
継
営
指

導
員
が
渚
任
致
し
ま
し
た
曲
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西
桂
中
学
校
田
の
収
穫
も
終
り
ま

し
た
。
各
学
年
で
思
い
思
い
に
献
立

学
年
別
に
新
米
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
給
食
と
は
違
っ
て
白
分
違
で
こ
し

ら
え
て
食
ぺ
る
と
云
う
楽
し
み
に
、

皆
ん
な
大
張
切
１
〕
で
実
習
し
、
あ
ヒ

み
を
先
生
方
に
し
て
頂
く
事
に
し
、

結
果
と
し
て
、
優
秀
な
折
紙
付
き
と

な
っ
た
よ
う
で
Ｌ
た
由

　
そ
れ
は
そ
う
で
あ
ろ
う
、
時
間
？

と
、
費
用
？
は
大
巾
ア
ッ
プ
し
て
の

作
製
の
賜
で
あ
っ
た
か
・
■
だ
と
思
い
、
．

ま
す
由

　
各
白
舌
づ
つ
み
し
な
が
ら
食
べ
ま

し
た
曲
そ
し
て
思
い
を
は
せ
て
い
た

よ
う
で
す
由
田
楠
か
ら
、
稲
刈
り
、

取
り
入
れ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
こ
ま
一

こ
ま
努
力
し
た
事
を
…
…
…

　
そ
の
甲
斐
あ
『
て
今
臼
の
感
謝
察

が
で
き
た
の
で
す
由

　
働
く
事
．
物
を
穫
る
又
、
食
事
の

Ｌ
た
く
等
、
生
き
た
教
育
を
身
体
で

学
ん
だ
事
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
必

ず
役
立
つ
事
だ
と
思
い
ま
す
凸

〃
よ
く
食
ぺ
て
学
ぺ
。
止
目
の
こ
と
わ

ざ
に
も
あ
１
〕
ま
す
が
、
男
子
の
食
欲

も
た
い
し
た
も
の
だ
。
次
々
と
お
盛

り
替
え
、
ま
た
た
く
間
に
平
げ
て
し

ま
っ
た
。
感
謝
察
も
Ｅ
Ｎ
Ｄ
と
な
リ

ま
し
た
坦
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句Ｆ侶
　’“’

『
行
く
年
Ｌ

稿

行
く
年
の
ぬ
く
も
り
を
拭
く
火
消
壼

行
く
年
の
織
済
講
話
搦
れ
聞
く

行
く
年
の
膝
打
ち
対
す
能
師
弟

行
く
年
の
声
抜
け
て
ゆ
く
竹
林

血
く
年
の
陽
を
背
で
止
め
る
猫
二
匹

今
日
の
日
は
来
ら
ず
行
く
年
胸
に
秘
め

行
く
年
や
諸
療
片
付
か
ぬ
筆
不
精

機
音
も
鈍
き
響
き
の
年
は
行
く

行
く
年
や
街
賑
い
■
の
昨
日
今
目

　
　
　
↑
ｆ
　
　
　
　
　
　
，
圭

軸
く
年
の
静
寂
の
中
の
終
い
風
呂

郷
田
静
波

投
　　“　　’　．　’“’

行
く
年
や
三
十
代
を
憎
し
み
つ
・

ま
・
な
ら
ぬ
思
案
の
ま
・
に
年
の
幕

，
看
水
Ｌ

若
水
や
手
漉
し
さ
れ
る
竹
柄
杓

恭
水
や
神
橘
苔
を
厚
く
し
て

茄
水
の
寛
は
谷
を
渡
り
来
て

若
水
や
鶏
鴫
け
ぷ
る
籔
の
奥

　
　
　
　
　
　
　
　
｛
圭
旺
止
一
肯

恭
水
や
衿
あ
た
ら
し
き
山
容

犬
の
耳
ぴ
ん
と
立
ち
た
り
培
水
汲
む

深
磨
山
の
風
入
れ
若
井
汲
む

風
坦
き
て
若
水
を
汲
む
姓
の
下

荒
水
や
寛
の
音
も
た
し
か
な
り

若
水
に
托
す
人
拭
の
乱
れ
髪

若
水
を
五
臓
に
そ
・
ぎ
富
十
に
侍
つ

若
水
の
溢
れ
て
孫
の
き
お
い
か
な

若
水
や
あ
け
ぽ
の
月
の
澄
み
渡
り

若
水
や
墨
あ
ぎ
や
か
に
初
便
り

〃

丁田

　　　’　　“　　‘　．‘“

新
冊
ま
ち
子

ト
木
　
　
山
宋
ｒ

’
　
十
　
　
イ
．
一

前
田
　
飛
泉

滝
□
　
静
枝

高
尾
ひ
ろ
子

渡
辺
あ
や
子

高
尾
　
行
枝

新
…
一
多
忠
ｒ

横
…
血
幾
子

前
田
　
飛
泉

〃

郷
冊
　
瀞
波

新
ｍ
ま
ち
子

櫨
田
曲
幾
ｆ

ト
木
　
｛
市
戸

」
　
オ
　
　
　
ｆ
　
一

高
尾
行
枝

渡
辺
あ
や
子

高
尾
ひ
ろ
子

滝
□
　
静
枝

　
　
　
句
　
　
評
　
　
松
川
樹
海

　
一
年
も
終
り
に
近
、
つ
く
と
、
　
「
行

く
年
」
を
な
つ
か
し
む
人
、
や
れ
や

れ
と
思
う
人
等
、
欄
々
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
そ
こ
に
山
艮
愁
と
い
っ
た
も

の
が
誰
の
胸
に
も
去
来
す
る
も
の
で

す
。
　
「
行
く
年
」
十
五
句
に
は
、
ど

れ
を
取
っ
て
見
て
も
、
そ
う
い
「
た

人
々
の
感
概
が
こ
め
ら
れ
、
｛
の
よ

う
な
佳
句
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
較
ぺ
る
と
「
若
水
」
の
句
は

現
実
感
に
乏
Ｌ
く
、
衷
傷
的
な
句
法

の
も
の
が
目
立
ち
ま
す
。
併
し
、
そ

の
中
に
あ
っ
て
飛
泉
さ
ん
の
旬
は
、

　
　
　
　
　
　
　
、
’
・
｝

一
読
し
て
、
神
域
の
子
洗
の
前
に
席

る
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
、
千
に

推
山
か
な
「
若
水
」
を
汲
む
よ
う
な

沽
々
Ｌ
さ
で
す
。
　
「
若
水
」
と
Ｌ
て

は
得
雛
い
旬
を
得
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
吾
々
は
、
お
Ｌ
な
ぺ
て
、
蝋
で
考

え
た
句
を
作
り
勝
ち
で
す
。
炬
燵
の

中
と
か
、
寝
床
の
中
と
か
、
臼
常
の

継
験
を
躯
使
し
て
、
あ
た
か
も
見
て

衆
た
よ
う
な
句
を
作
り
ま
す
。
不
句

を
作
「
た
つ
も
り
で
い
ま
す
、
併
し

そ
の
句
が
内
臓
す
る
力
と
い
う
か
、

迫
力
と
い
う
か
、
そ
れ
は
口
然
の
中

に
身
を
置
き
股
で
見
、
耳
で
聞
い
て

作
句
し
た
も
の
に
は
遠
く
及
ぱ
な
い

と
思
い
ま
す
。
冬
の
間
は
、
山
…
不
精

に
な
リ
、
炬
燵
の
中
で
考
え
る
句
が

多
く
な
り
勝
ち
で
す
凸
天
気
の
上
い

日
に
は
、
外
へ
出
て
、
白
然
の
細
か

い
変
化
等
に
も
眼
を
一
ｍ
け
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。




